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広
報
は
や
ま
9
月
号

町

と
長

語
る
第
59
回
被
災
地
支
援
の
職
員
に
聞
く

〜
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
〜

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、

町
で
は
地
震
の
直
後
か
ら
消
防
署
員
や
職
員

を
次
々
と
派
遣
。
今
回
は
被
災
地
入
り
し
た

職
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

町
長
　
ま
ず
皆
さ
ん
の
派
遣
先
と
現
地
の
第

一
印
象
か
ら
伺
い
ま
す
。
い
か
が
で
し
た
か
。

岩
崎
（
消
防
署
）　
私
は
神
奈
川
県
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
、
仙
台
市
宮
城
野
区
へ
。
地

震
翌
日
の
想
像
を
絶
す
る
惨
状
に
、
息
を
の

む
思
い
で
し
た
。

鹿
島
（
道
路
河
川
課
）　
石
巻
市
の
湊
小
学
校

の
避
難
所
で
す
。
裏
手
の
寺
の
墓
石
の
上
に
、

車
が
何
台
も
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

鹿
嶋
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）　
私
も
同
じ
湊

小
で
す
。
五
月
下
旬
の
約
一
週
間
、
そ
こ
で

の
ご
み
分
別
な
ど
、
屋
外
で
の
仕
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
朝
五
時
か
ら
夜
九
時
頃
ま
で
大

忙
し
の
毎
日
で
し
た
。

糸
賀
　
釜
小
の
場
合
は
、
避
難
所
で
の
自
治

の
確
立
が
急
務
で
、
被
災
者
の
中
か
ら
リ
ー

ダ
ー
が
出
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。

町
長
　
津
波
で
役
所
の
住
民
デ
ー
タ
が
失
わ

れ
、
困
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
か
。

糸
賀
　
石
巻
市
役
所
は
一
階
ま
で
津
波
が
来

て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
無
事
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
た
だ
、
避
難
所
の
名
簿
管
理
で
は

パ
ソ
コ
ン
が
使
え
ず
大
変
で
し
た
。

町
長
　
大
災
害
に
備
え
、
葉
山
で
は
基
本
デ
ー

タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

姉
妹
関
係
の
草
津
町
に
デ
ー
タ
を
預
け
、万
一
、

町
役
場
が
被
災
し
て
も
、
す
ぐ
に
デ
ー
タ
を

引
き
出
せ
る
。
そ
ん
な
安
全
策
も
し
っ
か
り

取
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
被
災
地
に
赴
き
、
感
じ
た
こ
と
や

防
災
面
で
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高
岸
　
蛇
田
中
の
避
難
所
は
市
の
正
規
職
員

が
多
忙
で
常
駐
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
私
の

滞
在
中
に
巡
回
で
会
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
被
災
者
は
そ
れ
を
不
安
に
思
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
ど
ん
な
に
多
忙
で
も
日
に

一
度
く
ら
い
は
顔
を
見
せ
、
被
災
者
と
言
葉

を
交
わ
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

糸
賀
　
地
震
発
生
か
ら
津
波
が
襲
う
ま
で
少

し
時
間
は
あ
り
ま
す
が
、
家
の
様
子
を
見
に

支
援
活
動
に
当
た
り
ま
し

た
。

糸
賀
（
環
境
課
）　
私
は

石
巻
市
の
釜
小
学
校
へ
。

乾
い
た
ヘ
ド
ロ
が
砂
ぼ
こ

り
に
な
っ
て
舞
い
、
臭
気

も
強
烈
で
し
た
。

高
岸
（
道
路
河
川
課
）　

私
は
石
巻
市
の
蛇
田
中
学

校
へ
。
内
陸
部
な
の
で
津
波
も
来
ず
、

被
害
は
比
較
的
軽
微
で
し
た
。

町
長
　
現
地
で
は
主
に
ど
ん
な
活
動
を
？

岩
崎
　
私
の
場
合
は
、
余
震
が
続
き
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
る
中
で
の
人
命
検
索
活
動
で
す
。

神
奈
川
県
隊
と
し
て
は
初
日
に
、
三
人
の
生
存

者
を
救
出
で
き
ま
し
た
。

町
長
　
各
避
難
所
で
の
支
援
活
動
も
、
さ
ぞ
大

変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

鹿
島
　
私
が
行
っ
た
湊
小
で
は
、
被
災
者
の
出

入
り
を
把
握
し
、
転
出
入
記
録
を
作
成
す
る
の

が
主
な
屋
内
で
の
仕
事
で
し
た
。
人
の
出
入
り

が
激
し
く
、
結
構
大
変
で
し
た
。
た
だ
、
救
援

物
資
の
仕
分
け
や
配
布
な
ど
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
す
べ
て
引
き
受
け
て
く
れ
た
の
で
、

助
か
り
ま
し
た
。

鹿
嶋
　
で
も
、
ほ
か
に
日
に
三
回
の
仮
設
ト
イ

レ
の
掃
除
や
た
き
木
作
り
、
道
の
修
繕
、
大
量

戻
り
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
が
多
数
い
ま

す
。
葉
山
も
海
に
面
し
て
い
る
の
で
、
大
地

震
が
来
た
ら
、
と
に
か
く
急
い
で
高
台
へ
避

難
を
。
そ
れ
が
鉄
則
で
す
。

岩
崎
　
そ
の
際
、
車
で
の
避
難
は
危
険
で
す
。

今
回
も
渋
滞
で
車
が
動
け
ず
、
命
を
落
と
さ

れ
た
方
が
大
勢
い
ま
し
た
か
ら
。

鹿
島
　
早
く
、
的
確
な
避
難
の
た
め
に
は
、

ふ
だ
ん
か
ら
自
分
の
位
置
を
正
確
に
知
っ
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
海
抜
や
直
近
の
避

難
場
所
や
逃
げ
道
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ

う
し
た
こ
と
が
一
目
で
分
か
る
防
災
マ
ッ
プ

の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
避
難
も
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
は
ず
で
す
。

糸
賀
　
今
回
の
地
震
で
は
携
帯
電
話
が
つ
な

が
ら
ず
情
報
が
途
絶
え
、
不
安
を
感
じ
た
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
携
帯
ラ
ジ
オ
や
数
日

分
の
食
料
・
飲
料
水
な
ど
を
入
れ
、
す
ぐ
に

持
ち
出
せ
る
非
常
防
災
袋
を
常
備
し
て
お
く

と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
大
変
役
立
ち
ま
す
。

町
長
　
町
で
は
現
在
、
県
や
沿
岸
の
市
町
と
協

力
し
て
、
津
波
対
策
な
ど
を
見
直
し
中
で
す
。

従
来
の
想
定
津
波
の
高
さ
は
六
メ
ー
ト
ル
で
す

が
、
万
一
、
そ
れ
を
超
え
る
高
さ
の
津
波
が
来

襲
し
た
ら
危
険
で
す
。
そ
こ
で
、
町
内
各
地
の

標
高
、
避
難
場
所
な
ど
が
一
目
で
分
か
る
防
災

マ
ッ
プ
を
早
急
に
作
成
し
、
全
戸
配
布
す
る
予

定
で
す
。
今
日
の
現
地
報
告
も
参
考
に
、
職
員

や
関
係
機
関
と
と
も
に
、
大
地
震
の
備
え
を
固

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



3

お
知
ら
せ

　
救
急
医
療
と
救
急
業
務
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
定
め
、
こ

の
日
を
含
む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
応
急
手
当
の
重

要
性
や
救
急
車
の
正
し
い
利
用
方
法
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
応
急
手
当
の
重
要
性
は
、
急
病
や
ケ
ガ
に

よ
り
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

間
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
な
応

急
処
置
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
傷
病
者
の
救
命
率
が
一
層
向
上
す
る
点

に
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
救
急
出
場
の
件
数
は
増

加
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
が

進
ん
だ
こ
と
や
、
救
急
車
が
皆
さ
ん
に
身
近

な
存
在
と
し
て
、
と
ら
え
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
安
易
に
救

急
車
を
呼
ぶ
風
潮
（
明
ら
か
に
軽
症
で
あ
る

場
合
の
利
用
や
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
の
利
用
）

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
救
急
車
の
適
正
利

用
を
お
願
い
す
る
理
由
、
そ
れ
は
安
易
な
救

急
車
の
利
用
に
よ
り
救
急
車
の
稼
動
率
が
上

が
り
、
重
篤
な
ケ
ガ
や
病
気
を
し
て
い
る
人

応
急
手
当
の
重
要
性
に
つ
い
て

普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集

救
急
車
の
適
正
利
用
の
お
願
い

「
県
市
町
村
合
同
派
遣
隊
」
派
遣
結
果
報
告
会

葉
山
町
発
着

　復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

へ
の
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
、
１
分
１
秒
を
争

い
助
か
る
は
ず
の
命
を
救
え
な
く
な
る
こ
と

を
心
配
す
る
か
ら
で
す
。

　
休
祭
日
や
夜
間
等
の
病
院
を
照
会
さ
れ
る

時
は
、
町
消
防
署
（
☎
8
7
6

－

0
1
1
9
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
消
防
力
の
援
助
及
び
避
難
所
の

運
営
支
援
等
を
目
的
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
へ
職
員
を
派
遣
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
派
遣
さ
れ
た
職
員
か
ら
の
派

遣
結
果
報
告
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
標
記
報
告
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

○ 

開
催
日
　
10
月
８
日
（
土
）

○ 

開
催
場
所   

福
祉
文
化
会
館

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
岩
手
県
内
の
復
興
支
援
の
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
す
。

【
事
前
学
習
会
】

日
時
　
9
月
20
日（
火
）　
19
時
〜
21
時

場
所
　
町
消
防
本
部
　
地
下
講
堂

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
ツ
ア
ー
】

出
発
日
　
9
月
27
日（
火
）22
時
頃
役
場
出
発

　
9
月
30
日（
金
）夜
帰
着

集
合
場
所
　
役
場
駐
車
場

宿
泊
場
所
　
初
日
は
車
中
泊

　
二
・
三
日
目
は「
か
な
が
わ
東
日
本
大
震
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
遠
野
セ
ン
タ
ー
」

活
動
内
容
　
家
屋
の
片
付
け
、
泥
出
し
等

　（
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

募
集
人
員
　
40
人
（
満
席
に
な
り
次
第
締
切
）

費
用
　
4
0
0
0
円
（
宿
泊
は
無
料
、
ボ
ラ

　
救
命
率
向
上
の
た
め
に
は
、
住
民
に
よ
る

応
急
手
当
、
救
急
隊
員
に
よ
る
応
急
処
置
と

搬
送
、
医
療
機
関
で
の
治
療
と
い
う
ス
ム
ー

ズ
な
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
連
携
プ
レ
ー

の
第
1
歩
が
、
あ
な
た
の
応
急
手
当
か
ら
始

ま
る
の
で
す
。
こ
の
講
習
で
は
、A
E
D
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
を
含
む

「
普
通
救
命
講
習
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
10
月
21
日
（
金
）
9
時
〜
12
時

　（
定
員
に
達
し
た
場
合
、
午
後
の
部
13
時

30
分
〜
16
時
30
分
を
開
催
し
ま
す
）

場
所
　
消
防
庁
舎
地
下
講
堂

対
象
　
町
内
在
住
在
勤
の
15
歳
以
上
の
人

定
員
　
16
人
（
先
着
順
）

締
切
　
9
月
30
日
（
金
）
17
時

申
込
み
・
問
合
せ

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
　
☎
8
7
6

－

0
1
1
9
　

内
線
2
2
2
　
F
A
X
8
7
6

－

1
2
6
3

○ 

参
加
要
件    

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

※

開
催
日
及
び
開
催
場
所
は
予
定
で
す
。
広

報
は
や
ま
10
月
号
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
　
総
務
課
　
☎
内
線
５
６
１

※

湘
南
ビ
ー
チ
Ｆ
Ｍ
ト
ー
ク
イ
ン
葉
山
で
も

放
送
が
決
定
。

　
詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ン
テ
ィ
ア
保
険
・
食
事
　
別
）

保
険
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
（
天
災
プ

ラ
ン
）
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
社
会
福

祉
協
議
会
で
加
入
で
き
ま
す
）

参
加
資
格

①
18
歳
以
上
、
自
己
責
任
で
活
動
で
き
る
人

②
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

③
事
前
学
習
会
に
参
加
で
き
る
人

装
備
（
必
需
品
）

　
作
業
着
（
汚
れ
て
も
良
い
服
装
）、着
替
え
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
防
塵
マ
ス
ク
、
厚
手
の
ゴ

ム
手
袋
、
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
汚
れ
た

も
の
を
入
れ
る
用
）、
飲
食
物
　
等
。（
詳
細

は
事
前
学
習
会
で
も
説
明
し
ま
す
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　☎
8
7
5

－

9
8
8
9
（
担
当
・
山
下
）

じ
ん
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広
報
は
や
ま
9
月
号

　
大
正
12
年
９
月
１
日
に
関
東
大
震
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
地
震
の
揺
れ
の
強
さ
を
示
す

震
度
は
最
大
で
７
、
地
震
そ
の
も
の
の
大
き

さ
を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
７
・
９
を
計

測
し
た
大
地
震
で
す
。

　
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
毎
年
９
月
１
日
は

「
防
災
の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
８
月
30
日
〜

９
月
５
日
は
「
防
災
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
今
年
３
月
11
日
を
発
端
と
す
る
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
全
国
的
に
防
災
意
識
は
高

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
皆

さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
改
め
て
、
防
災
に
つ

い
て
考
え
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

・  

避
難
場
所
の
確
認

　
長
期
滞
在
型
避
難
場
所
と
一
時
避
難
場
所

が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
、
上
山
口
小
学
校
、

一
色
小
学
校
、
葉
山
小
学
校
、
葉
山
中
学
校
、

長
柄
小
学
校
、
南
郷
中
学
校
の
各
体
育
館
と

南
郷
上
ノ
山
公
園
が
該
当
し
ま
す
。
後
者
は
、

防
災
の
日

防
災
行
政
無
線

日
ご
ろ
の
備
え

災
害
時
に
備
え
て

前
者
に
加
え
て
、
児
童
館
と
そ
の
他
の
公
園

等
が
該
当
し
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
徒
歩
で
避
難
す
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
実
際
に
避
難
所
ま
で
辿
り
、
道
の

り
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
場
所
の
一
覧
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド

レ
ス
で
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.hayam

a.lg.jp/about/
bousai/pdf/bousai_s3.pdf

（
葉
山
町
地
域
防
災
計
画
資
料
編
「
避
難
・

救
護
・
防
疫
」）

・  

家
族
の
安
否
確
認
の
方
法

　
災
害
時
に
は
電
話
が
不
通
と
な
る
場
合
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
」、
そ
の
他
各
携
帯
電
話
会
社
に
よ

る
「
災
害
用
伝
言
板
」
の
利
用
方
法
を
学
び

ま
し
ょ
う
。
毎
月
１
日
と
15
日
、
そ
し
て
防

災
週
間
等
は
、
こ
れ
ら
が
体
験
で
き
る
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
連
絡
を
取
り
合
う

か
家
族
で
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・  

非
常
持
出
品
の
準
備

　
避
難
に
備
え
て
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
代
表
的
な
非
常
持
出
品

　
懐
中
電
灯（
予
備
電
池
）、携
帯
ラ
ジ
オ（
予

備
電
池
）、
携
帯
電
話
（
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
）、

10
円
玉
（
公
衆
電
話
用
）、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
ま

た
は
防
災
ず
き
ん
、
非
常
食
（
火
や
水
を
使

用
せ
ず
に
食
べ
ら
れ
る
乾
パ
ン
や
缶
詰
等
が

重
宝
し
ま
す
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水
、

常
備
薬
、
衛
生
用
品
（
マ
ス
ク
、
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
等
）、

貴
重
品
、
衣
類
、
生
活
用
品
（
ラ
イ
タ
ー
、

ろ
う
そ
く
、
ラ
ッ
プ
等
）

問
合
せ
　
総
務
課
　
☎
内
線
５
６
１

　
防
災
行
政
無
線
は
、
町
内
全
域
に
一
斉
に

情
報
伝
達
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。
町
で
は
、

気
象
警
報
と
津
波
情
報
等
の
災
害
情
報
は
男

性
の
声
で
、
そ
れ
以
外
の
緊
急
性
を
伴
わ
な

い
情
報
は
女
性
の
声
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
よ
く
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
場
合
の
内
容
確
認
方
法
を
お
さ
ら

い
し
ま
す
。

①
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
8
7
5

－4
0
0
0
）

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
後
、
１
時
間
以
内

程
度
を
目
安
と
し
て
、
放
送
内
容
を
音
声
で

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

②
電
子
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
防
災
行
政
無

線
の
放
送
内
容
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

登
録
方
法
：
次
の
登
録
用
ア
ド
レ
ス
あ
て
に

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

bousai-hayam
a-t@
ktaiw

ork.jp

　
登
録
後
ま
も
な
く
登
録
完
了
の
確
認
メ
ー

ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
以
降
は
、
防
災
行
政

無
線
の
放
送
後
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
自
動

的
に
電
子
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

※

登
録
や
配
信
に
か
か
る
通
信
費
が
登
録
者

の
負
担
に
な
る
こ
と
や
、
深
夜
に
も
メ
ー

ル
が
配
信
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
等
の

利
用
規
約
に
同
意
の
上
で
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
防
災
係
ま
で
。

③
湘
南
ビ
ー
チ 

F
M 

78
・
9
M
H
ｚ

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
後
５
分
以
内
の
時

間
帯
を
目
安
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
湘
南
ビ
ー
チ
F
M
」
の
各
番
組
内
に
お
い

て
、
同
じ
内
容
を
割
込
み
放
送
し
て
い
ま
す
。

④
葉
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
部
に
防
災
に
関
す
る

情
報
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。
気
象
警
報
や
津

波
情
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

欄
に
当
該
情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
　
総
務
課
　
☎
内
線
５
６
１
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お
知
ら
せ

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

●
住
民
の
意
見
を
伺
う
会

第
三
次
葉
山
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
住
民
の
意
見
を

伺
う
会
の
実
施

　第
三
次
葉
山
町
総
合
計
画
中
期
基
本
計
画

の
計
画
期
間
が
平
成
23
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
か
ら
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定

作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　後
期
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

期
間

　9
月
15
日（
木
）〜
10
月
14
日（
金
）

閲
覧
場
所

　役
場
1
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
企

画
調
整
課
、
図
書
館
、
福
祉
文
化
会
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
提
出

　計
画
へ
の
意
見
を
明
記
の
上
、

郵
便
か
F
A
X
、
メ
ー
ル
でpublic1108

　

01@
tow
n.hayam

a.lg.jp

ま
で

　後
期
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
ま
す
。

日
時

　9
月
16
日
（
金
）
19
時
〜
20
時
30
分

　
　
　9
月
17
日
（
土
）
14
時
〜
15
時
30
分

場
所

　福
祉
文
化
会
館

申
込
み

　9
月
14
日
（
水
）
17
時
ま
で
に

　
　
　
　電
話
で
申
し
込
み

問
合
せ

　企
画
調
整
課

　☎
内
線
3
3
1

民間木造住宅の無料耐震相談会の開催と
診断補助制度

　「葉山町耐震改修促進計画」に基づき、昭和56年以前に建てられた建物の耐震化を進めています。その支援策
として、木造住宅の無料耐震相談会を開催します。お住まいの住宅の状況を知る良い機会ですので、ぜひお申
込みください。
日時　9月7日(水)、9月11日(日)　13時～16時30分
場所　役場 2階会議室（2-1・2-2 会議室）、1階食堂
対象（①～③全てに該当）
①町民が所有し、自ら居住している住宅　②昭和56年以前に建築されたもの
③地上 3階建て以下の木造在来工法の戸建住宅、二世帯住宅または店舗兼用住宅
予定件数　20件※予定件数に達し次第、締め切ります。
持ち物　建築確認申請書、平面図又は間取り図等の図面
申込み・問合せ　8月23日（火）～9月6日（火）まで、電話か直接窓口へ　都市計画課　☎内線 354
※なお、無料相談を受けた人で、下記の簡易診断、一般診断の実施を希望される人は別途町の補助制度が利用
できます。相談会開催後の耐震相談、平成21年１月31日までに簡易診断や一般診断が完了した場合の耐震改
修等については窓口で直接ご相談ください。

※総合評点とは…木造住宅の耐震構造性能を総合的に判断するもので、建物の安全性を数値で示すものです。

補助金の対象

民間木造住宅の耐震診断の補助制度

簡易診断

一般診断

総　　額

3万円

5万円

①

②

金 額 の 内 訳

補助金額 自己負担額

2万円 1万円

2万5千円 2万5千円

相談会での総合評点※1.0未満の場

合、専門者が現地を確認し診断

簡易診断でも総合評点※が1.0未満
の場合、より専門的な観点から診断
しそれに基づいた基本的な改修計
画を作成


